
　２　施策の目的と成果把握

84% 89%

結果 ○ ◎

達成率 96% 110%

実績値 11,479 13,390 10,430 11,197

12,000.0 12,000 12,000 12,000

△ △

13,000目標値 12,000 12,200 12,400 12,600

Ｄ
過去一年間の文化財保存・伝承活動の実践者
及び参加者の人数

人

成り行き値 12,000

Ｅ

Ａ　芸術・文化に親しんでいる市民の割合
※総合計画進行管理に係る市民意識調査
B　過去一年間の各種芸術文化事業の実践者及び鑑賞者の人数
※芸術文化団体（文化協会、少年少女合唱団、神楽振興会等）の所属人
数及び市民音楽祭、国際音楽祭、美術展、写真展等の鑑賞者数
C　文化財に親しんでいる市民の割合
※総合計画進行管理に係る市民意識調査
D　過去一年間の文化財保存・伝承活動の実践者及び参加者の人数
※初午祭、天孫降臨霧島祭、史跡めぐり、山ヶ野ウォーキング等の参加者
数及び郷土芸能保存団体の所属人数並びに各郷土館の入場者数

A

　芸術鑑賞や美術展、写真展などの公募による発表の場を提供することで、「芸
術・文化に親しんでいる市民の割合」については、平成23年度実績値の53.2%か
ら3.3ポイントの成果向上を目指す。

Ｃ

　各種刊行物の発行及び広報誌による文化財の紹介、史跡めぐりなどを通して、
文化財にふれたり実践できる環境を整えることで、「文化財に親しんでいる市民の
割合」については、平成23年度実績値の77.3%から0.7ポイントの成果向上を目指
す。

Ｄ

　各種刊行物の発行及び広報誌による文化財の紹介、史跡めぐりなどを通して、
文化財にふれたり実践できる環境を整えることで、「過去一年間の文化財保存・伝
承活動の実践者及び参加者の人数」については、平成23年度実績値の12,012人
から988人の増加を目指す。

Ｆ

　芸術鑑賞や美術展、写真展などの公募による発表の場を提供することで、「過
去一年間の各種芸術文化事業の実践者及び鑑賞者の人数」については、平成
23年度実績値の94,776人から1,724人の増加を目指す。

◎

12,000

⑥ 平成29年度の目標値設定の考え方

Ｂ

○ ◎ ○ ○

■芸術文化振興については、市民の自発的な文化活動を支援する。また、多様化する市民ニーズに対応した文化活動を推進するとともに、平成27年度に開催
される国民文化祭鹿児島大会を契機に、芸術・文化に対する関心をさらに高め、日常生活にゆとりと潤いを感じることのできる文化の薫り高いまちづくりを目指
す。
■地域や保存団体が主体となって郷土芸能をはじめとする無形文化財を保存・継承するとともに、市民が文化財を学び知る機会を設け、郷土づくりの意識や自
発的な保存活動の高まりを促すため、文化財や地域で行っている伝統文化活動を広く周知するための広報活動の強化に努める。また、市内に点在している文
化財や埋蔵文化財などの調査を進めるとともに、保存・活用及び整備を図る。

本村　成明
重点
施策

28 施策マネジメントシート１　(平成27年度目標達成度評価)平成

4 政策名

年度

教育総務課施 策 主 管 課政策No. 育み磨きあうまちづくり

129,328

29年度

4

126,773

129,558 129,788 129,897 130,000

単位

　１　基本計画期間（平成25年度～平成29年度）における施策の方針

区分

文化の振興施策No.

24年度

施策名

施策
関係課名

政策
体系

A

総務課、観光課、学校教育課、文化振興課

26年度

129,098

127,475 127,283
A 人口

実績値

見込み値
人

実績値

B

実績値

人

C

芸術・文化に親しんでいる市民の割合

126,962

94,000

95,500

77.0

12,800

⑤ 成果指標の測定方法　（実際にどのように実績を把握するか）

成り行き値

102%

○

過去一年間の各種芸術文化事業の実践者及
び鑑賞者の人数

文化財に親しんでいる市民の割合

③ 意図
　（この施策によって対象をどう変えるのか）

実績値

芸術・文化及び文化財に親しむ

94,000

96,50096,000

○

② 対象指標　（対象の大きさを表す指標）

見込み値

④ 成果指標　（意図の達成度を表す指標）

B

25年度

C

① 対象
　　（この施策は、誰、何を対象としているのか）

市民

25年度 26年度 27年度 28年度

29年度単位

％

達成率

結果

74.7

○ ○

98%

75.574.8

96%

76.3

達成率

実績値

99%

結果

◎

目標値

77.0

施策主管課長名

53.0

56.5

53.0

95,000

102,783

94,000

102%

108% 116%

103,714

94,000

77.0

97%

◎

94,000

94,500

成り行き値

110%

目標値

59.4

95,516

94,000

110,676

60.0

％

達成率

実績値

99%

目標値

成り行き値

結果

55.0 55.554.5

77.0 77.2 77.4 77.8

56.0

94,000

見込み値

53.0

◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　 △目標を未達成（95％未満）

28年度

53.0

24年度区分

53.0

77.6

27年度

53.0

78.0

77.0

54.3

○

77.077.0

98%111%

60.6 56.2
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 ① この施策の役割分担をどう考えるか（協働による市民と行政の役割分担）

A

B

C

D

E

F

12,600 11,197 89% △

95,500 110,676 116% ◎

77.6 74.7 96% ○

■芸術文化活動団体の発表の場の提供や、文化協会などの既存団体との連携を図ることで、それぞれの団体が活発化するように働きかける必要がある。
■自主文化団体や個人が活発に芸術文化活動ができるように、環境を整備していく必要がある。
■舞台芸術鑑賞事業等の開催に併せて、専門家（出演者）によるワークショップ（演技指導など）を取り入れるなど、市民が芸術文化にふれるきっかけや関心を
持つような取組を展開していく必要がある。また、児童生徒の芸術鑑賞事業については、教育課程内での実施の可能性も含めて検討していく必要がある。
■優れた芸術作品等にふれる機会を市民に提供していく必要がある。
■文化財の大切さや重要性を市民に知ってもらう必要がある。
■年次的に文化財調査を実施し、その調査成果を基に保存・活用していく必要がある。
■地域の歴史に精通した人材を文化財調査に活用するなど、地元と連携した保護活動を展開していく必要がある。
■郷土芸能の保存・継承については、学校や自治会を活用するなど、後継者確保の対策を講じる必要がある。また、郷土芸能の活性化を図るため、保存団体
の組織化を進める必要がある。

 ② 施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）はどのように変化しているか、更に今後どう変化するか？

4

　４　施策の特性・状況変化・住民意見等

文化の振興
　３　基本計画期間で解決すべき施策の課題(総合計画書より)

■芸術文化に関する鑑賞の場の提供や活動の機会を増やし、芸術文化に親
しむ環境づくりに努める。
■市民に対してふるさとの歴史や文化を知る機会や学ぶ場を提供し、文化財
に対する理解を深める。
■文化財を後世に遺すため、調査・研究・記録保存を行うとともに、環境整備
を行う。
■地域や保存団体と連携して、郷土芸能の継承を推進する。

＜市民＞
■知識、教養を高めるために様々な芸術に触れる。
■文化財を大事にする意識を持つ。
■連綿と受け継がれてきた伝統文化を家庭や地域ぐるみで守り育てる。

年度
施策名

 ④ 平成27年度施策の成果指標の達成状況及び要因 ③ 平成27年度施策の目標値と実績値の比較

■個人的に芸術文化を鑑賞したり実践する市民が増えてきており、文化協会などの既存の文化団体への加入者が減少していくと予想される。
■近年の急激な都市化や生活様式の欧米化などにより、市民が伝統文化に触れる機会が減少している。
■古来より連綿と受け継がれてきた郷土芸能や風俗・習慣など、地域文化の核となるような伝統行事の存続が困難な状況にある。
■文化財に対する愛護精神の低下や開発行為等により、消失する文化財が出てくる恐れがある。

 ③ この施策に対して市民（対象者、納税者、関係者等）、議会からどのような意見や要望が寄せられているか？

 ① 平成27年度施策の取組方針  ② 平成27年度施策の取組方針の達成状況

■第30回国民文化祭鹿児島大会の開催年にあたるため、開催をきっかけにし
て文化活動に取り組む人数が増加し、市内の文化団体を活性化することで、
多くの市民に関心を寄せてもらえるようにしていく。
■国指定史跡「大隅正八幡宮境内及び社家跡（しゃけあと）」の保存管理計画
の策定や市内の文化財の所在を確認するための計画的な現地調査を実施す
る。また、郷土芸能保存会の相互連携や活動しやすい環境づくりのため（仮
称）霧島市郷土芸能保存団体連絡協議会の組織化を進める。

■第30回国民文化祭鹿児島大会では、100を超える事業が県内で展開され、
霧島市においても８つの事業を開催し、約４万人の参加者があった。
■「大隅正八幡宮境内及び社家跡」の保存管理計画を策定した。
■郷土芸能保存会26団体からなる霧島市民芸保存会連絡協議会を設置し
た。

目標値 実績値

　目標達成           ◎ 105％以上
　目標をほぼ達成 ○　95％～105％未満
　目標を未達成　  △  95％未満

平成27年度成果指標

施策マネジメントシート2　(平成27年度目標達成度評価)

       ア）行政の役割
　　　　　（市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がやるべきこと）

      イ）市民（住民、事業所、地域、団体等）の役割

平成 28

■文化施設の整備・充実を図ってもらいたい。
■芸術文化に関する鑑賞の場や活動のできる環境を整備してもらいたい。
■伝統文化（郷土芸能・年中行事）の継承活動に要する経費については、行政からの支援が必要である。
■霧島市の文化財は、その質・量とも豊富であり、これを総合的な見地から保存・整備を進めることが大事である。
■郷土の歴史・文化に関心を持つ市民が多く、資料の請求や史跡めぐりの開催などの要望が多い。
■ふるさとの歴史や文化財に関する事業の実施などについて、新たな企画を要望されている。

■「Ａ　芸術・文化に親しんでいる市民の割合」については、芸術文化活動のきっかけづくりに取り
組んだことから目標をほぼ達成した。
■「Ｂ　過去一年間の各種芸術文化事業の実践者及び鑑賞者の人数」は目標値を15,176人上回っ
た。その要因として、国民文化祭の開催が影響したことなどが考えられる。
■「Ｃ　文化財に親しんでいる市民の割合」については、文化財に関する看板などの整備に取り組
んだことから目標をほぼ達成した。
■「Ｄ　過去一年間の文化財保存・伝承活動の実践者及び参加者の人数」は、昨年度と比較して
767人増加したが、目標値に達しなかった。その要因として、天候の影響による参加者の減少などが
考えられる。

結果

○55.5 98.0%

達成率

98%

　５　施策の現状



① ⑤

② ⑥

③ ⑦

④ ⑧

（平成27年度目標と
　　　　　実績との比較）

文化財の活用

■国民文化祭が一過性のものとならないよう、市民が芸術文化に興味・関心を
持つきっかけづくりに取り組み、市民の文化活動団体への加入促進を図る。
■郷土の先人が成し得た偉業を市民に広く周知するシンポジウム等を開催
し、市民が文化財を学び知る機会を提供する。
■霧島市民芸保存会連絡協議会のさらなる活性化を図り、郷土芸能の保存継
承に取り組む。

 ７ 平成29年度に向けた施策の課題・方向性
■芸術文化団体や霧島市民芸保存会連絡協議会の活動を活発化するため
に、必要な支援並びに環境の整備に取り組む。
■市民が芸術文化に関心を持ってもらうために、より工夫を凝らした取組を展
開していく。
■文化財を適切に保存・整備していくために、年次的な文化財調査を実施し、
その調査結果をもとに文化財の活用に取り組む。
■文化財の大切さや重要性を市民に認識してもらうために、より工夫を凝らした
イベント等を実施していく。

 ６ 平成28年度の施策の取組方針 （昨年度マネジメントシートより）

 ⑤基本事業の
　　　　目標達成度

　　　○＝すべての目標値を達成　　△＝一部の目標値を達成　　×＝すべての目標値を未達成

×

#REF!

#REF!○

#REF!

○

△

芸術文化活動のきっかけづくり

文化財の保存・整備

#REF!文化関係団体の育成



-

　２　基本事業の指標等の推移 ◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　△目標を未達成（95％未満）

　３　基本計画期間における基本事業の目標設定の根拠
Ａ　過去３年間の実績値で最も高い平成21年度の92,930人を超えることを目標とした。

114%

◎

　８　平成29年度に向けた基本事業の課題・方向性

文化の振興

92,000

86,000 85,000

104,524

芸術文化活動に取り組むきっかけが得られる

25年度

92,500

◎ ◎

109%

28年度

109%

③意　図

99,305人 実績値

○

29年度
（目標年度）

99,276

4

90,500 91,000 91,500

4

93,000

88,000

施策名

②成果指標の測定方法

　平成27年度に開催される第30回国民文化祭鹿児島大会などを通して、芸術文化活動に取り組むきかっけとなる各種事業を展開する。

②対　象

84,000

基本事業
主担当課

27年度26年度

文化振興課芸術文化活動のきっかけづくり

　１　基本事業の目的、取組み方針

87,000

　①基本計画期間における取り組み方針　(総合計画書より)

平成 28 年度 基本事業マネジメントシート　(平成27年度目標達成度評価)

①成果指標名

100%

4-4-1 基本事業名

単位
③数値
   区分

市民

基本
事業№

きっかけづくりの活動に参加し
た延べ人数

目標値
市が行ったきっかけづくりの
活動実績

達成率

■第30回国民文化祭については、本市において８つの事業を開催し、幅広い
年齢層に芸術文化活動に関心をもってもらうきっかけとなった。
■「市町村による青少年劇場（12小学校）」、「生徒芸術鑑賞会（4中学校）」並
びに「劇団四季こころの劇場（小学6年生）」を開催し、児童生徒にも直接舞台
芸術にふれる機会を創出した。

24年度

Ａ

結果

成り行き値 89,000

90,368

■多くの市民が芸術文化活動に取り組むきっかけとなるよう、各種文化
事業等の情報発信に努める。
■小中学校での芸術鑑賞機会の充実を図り、児童生徒に優れた芸術、
文化に触れる機会を提供する。

■より一層多くの市民が芸術文化活動に取組むきっかけとなるよう、特色ある事
業を展開していく必要がある。
■児童生徒に対し、優れた芸術文化に触れる機会の充実を図る。

　７　平成28年度基本事業の取組方針

■「Ａ　きっかけづくりの活動に参加した延べ人数」は、昨年度と比較して5,219人増加し、目標値を12,524人上回った。その要因として、第30回国民文化
祭の開催が大きく影響したものと考えられる。

■第30回の国民文化祭が開催されることをきっかけに芸術文化活動に
関心を持ってもらい、若年層の参加実践のできる事業を取り入れる。
■生の優れた舞台芸術等にふれる機会を、より多くの市民に提供するこ
とで、将来にわたって、芸術活動に取組むきっかけになることを目指す。

　６　平成27年度基本事業の成果指標の達成状況及び要因

　４　平成27年度基本事業の取組方針 　５　平成27年度基本事業の取組方針の達成状況



-

　２　基本事業の指標等の推移 ◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　△目標を未達成（95％未満）

文化関係団体の育成
基本事業
主担当課

文化振興課
観光課

平成 28 年度

　１　基本事業の目的、取組み方針

基本事業マネジメントシート　(平成27年度目標達成度評価)
施策名
4 4 文化の振興

基本
事業№

4-4-2 基本事業名

　①基本計画期間における取り組み方針　(総合計画書より)
■市民による自発的な芸術文化活動が積極的に行われるように支援する。
■郷土芸能保存会の相互連携や活動しやすい環境づくりのため、「（仮称）霧島市郷土芸能保存協会」の結成を目指す。

②対　象
・市民
・芸術文化活動を行っている団体
・郷土芸能を継承している団体

③意　図
・芸術文化活動を通じ、親睦や交流が図られ、団体が活性化する
・郷土芸能を継承し広める

①成果指標名 単位 ②成果指標の測定方法
③数値
   区分

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
（目標年度）

Ａ 芸術文化団体の団体数 団体 活動団体の活動実績

成り行き値 220 215 210

目標値 224 224 224 224 224

205 200 195

98% 84% 83%

224

実績値 221 220 189 185

結果 ○ ○ △ △

達成率 99%

Ｂ
芸術文化団体に所属している
人の数

人 活動団体の活動実績

成り行き値 3,500

目標値 3,600

達成率 95%

3,400 3,300 3,200 3,100

実績値 3,414

3,000

3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

3,219 3,128 2,932

89% 87% 81%

結果 ○ △ △ △

Ｃ 郷土芸能保存会の団体数 団体 活動団体の活動実績

成り行き値 39 38 37

目標値 40 40 40 40 40

36 35 34

85% 90% 93%

40

実績値 32 34 36 37

達成率 80%

結果 △ △ △ △

Ｄ
郷土芸能保存会に所属して
いる人の数

人 活動団体の活動実績

成り行き値 2,500

目標値 2,550

達成率 94%

2,450 2,400 2,350

実績値 2,398 2,667

2,300 2,250

2,550 2,550 2,550 2,550 2,550

2,582 2,708

101% 106% 105%

結果 △ ○ ◎ ◎

　６　平成27年度基本事業の成果指標の達成状況及び要因
■「Ａ　芸術文化団体の団体数」は、昨年度と比較して４団体減少し、目標値に達しなかった。その要因として、指導者の高齢化などにより継続できなく
なった団体があったことによるものである。
■「Ｂ　芸術文化団体に所属している人の数」は、昨年度と比較して196人減少し、目標値に達しなかった。その要因として、団体数の減が影響しているも
のと考えられる。
■「C　郷土芸能保存会の団体数」は昨年度と比較して１団体の増加した。目標値には達しなかったが、増加した要因は郷土芸能団体の復活によるもの
である。
■「Ｄ　郷土芸能保存会に所属している人の数」は、昨年度と比較して41人減少したが、目標値を117人上回った。その要因として、人数の減はあるもの
の各団体の積極的な働きかけにより目標を達成できていると考えられる。

　３　基本計画期間における基本事業の目標設定の根拠
Ａ　団体の育成が非常に厳しい状況であることから、目標値は平成23年度実績の224団体を維持することとした。
Ｂ　団体の育成が非常に厳しい状況であることから、目標値は平成23年度実績の3,614人の水準を維持することとした。
Ｃ　団体の育成が非常に厳しい状況であることから、目標値は平成23年度実績の40団体を維持することとした。
D　団体の育成が非常に厳しい状況であることから、目標値は平成23年度実績の2,556人の水準を維持することとした。

　４　平成27年度基本事業の取組方針 　５　平成27年度基本事業の取組方針の達成状況

　７　平成28年度基本事業の取組方針 　８　平成29年度に向けた基本事業の課題・方向性
■文化協会所属団体の活動内容を広く市民に周知し、既存団体への新
規加入者の促進を図る。
■霧島市民芸保存会連絡協議会において、各団体が抱える問題につい
て検討するとともに相互の情報共有化を図り、各団体の活動の活性化に
寄与する。

■市民による芸術文化活動が積極的に行われるように、必要な支援をしてい
く。
■郷土芸能の保存・継承のために、霧島市民芸保存会連絡協議会の充実を
図っていく。

■活動支援を継続していく中で、国民文化祭の開催をきっかけとして、文
化協会等のPR活動をさらに活発化するとともに、若年層に関心を持って
もらえる事業の開催内容の検討を進める。
■郷土芸能保存会の相互連携や活動しやすい環境づくりのため、（仮
称）霧島市郷土芸能保存団体連絡協議会の組織化を進める。

■霧島市文化協会などの活動を支援するために運営補助を行ったほか、広報
活動や幅広い年齢層に対応した事業内容に変更する取組を行った。
■郷土芸能保存会の相互連携を図るとともに必要な支援を行うために霧島市
民芸保存会連絡協議会を設立した。



-

　２　基本事業の指標等の推移 ◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　△目標を未達成（95％未満）

　４　平成27年度基本事業の取組方針 　５　平成27年度基本事業の取組方針の達成状況

　７　平成28年度基本事業の取組方針 　８　平成29年度に向けた基本事業の課題・方向性
■「大隅正八幡宮境内及び社家跡」の保存管理計画に対する市民の周
知を図り、当該計画に沿った適切な保存・整備に努める。
■周知の埋蔵文化財包蔵地や指定地内における開発行為（民間・公
共）について、事前協議してもらうよう広報に努める。
■劣化が進む石造物について調査研究を行う。

■文化財を適切に保存・整備していくために、年次的に文化財調査を実施して
いくとともに文化財に対する周知を図る。
■文化財保存に対する市民の意識を高めるために、文化財の環境整備や看
板設置を計画的に進める。

■「大隅正八幡宮境内及び社家跡（しゃけあと）」の保存管理計画を策定
する。
■周知の埋蔵文化財包蔵地や指定地内における開発行為（民間・公
共）を事前に把握し調整することで、事業の推進と埋蔵文化財の保護に
努める。
■鹿児島神宮社殿や旧田中家別邸等の修復を実施し、文化財の整備を
進める。

■「大隅正八幡宮境内及び社家跡」の保存管理計画を策定した。
■周知の埋蔵文化財包蔵地や指定地区内における開発行為に対し、適切な
指導を行った。
■鹿児島神宮社殿及び旧田中家別邸の修復を行った。

　６　平成27年度基本事業の成果指標の達成状況及び要因
■「Ａ　指定文化財の数」は昨年度と同数であり、目標値に対して100％の達成率となった。その要因として、指定文化財に対して適切な調査及び保存が
なされたことによるものと考えられる。
■「Ｂ　周知の埋蔵文化財包蔵地の数」は昨年度と同数であり、目標値を７件上回った。その要因としてはＡと同様に、適切な調査・保存がなされているこ
とによるものと考えられる。
■「C　整備している文化財の数」は、昨年度と比較して９件増加し、目標値を１４件上回った。その要因として、計画的に案内看板などの整備を進めてき
たことによるものである。

　３　基本計画期間における基本事業の目標設定の根拠
Ａ　貴重な文化財については、調査を実施し、平成29年度までに127件の指定を目指す。
Ｂ　文化財保護の基本理念は、現存する文化財を後世に引き継ぐことであるので、平成23年度実績値である523件の維持を目標とする。
Ｃ　文化財の整備については、調査報告書を含め、平成29年度までに166件を目指す。

結果 ○ ○ ○ ◎

実績値 158 166 167 176

達成率 101%

154 154 154

104% 104% 109%

166156 159 160 162 164

Ｃ 整備している文化財の数 件
文化振興課で管理する文化
財台帳
（数は累計）

成り行き値 154 154 154

目標値

結果 ○ ○ ○ ○

100% 101% 101%

523

523 523 523 523 523

523 530 530

達成率 100%

523 523 523 523

実績値 523

達成率 100%

Ｂ
周知の埋蔵文化財包蔵地の
数

件
文化振興課で管理する文化
財台帳
（数は累計）

成り行き値 523

目標値 523

結果 ○ ○ ○ ○

100% 101% 100%

127

実績値 124 125 126 126

123 123 123

目標値 124 125 125 126 126

28年度 29年度
（目標年度）

Ａ 指定文化財の数 件
文化振興課で管理する文化
財台帳
（数は累計）

成り行き値 123 123 123

①成果指標名 単位 ②成果指標の測定方法
③数値
   区分

24年度 25年度 26年度 27年度

　①基本計画期間における取り組み方針　(総合計画書より)
　文化財を後世に遺すため、年次的に調査を実施するとともに、その成果の周知を図る。また、史跡等の環境整備や看板設置を進める。

②対　象 文化財 ③意　図 適切に保存され後世に遺す

　１　基本事業の目的、取組み方針

基本事業マネジメントシート　(平成27年度目標達成度評価)
施策名
4 4 文化の振興

基本
事業№

4-4-3 基本事業名 文化財の保存・整備
基本事業
主担当課

文化振興課

平成 28 年度



-

　２　基本事業の指標等の推移 ◎目標達成（105％以上）　　○目標をほぼ達成（95％～105％未満）　△目標を未達成（95％未満）

文化財の活用
基本事業
主担当課

文化振興課

平成 28 年度

　１　基本事業の目的、取組み方針

基本事業マネジメントシート　(平成27年度目標達成度評価)
施策名
4 4 文化の振興

基本
事業№

4-4-4 基本事業名

　①基本計画期間における取り組み方針　(総合計画書より)
　
　史跡めぐりなどの実施や、郷土館等で魅力ある特別展や各種イベントを開催することにより、郷土の歴史に対する市民の興味・関心を高める。

②対　象 市民 ③意　図 文化財を学び郷土の歴史を正しく理解する

①成果指標名 単位 ②成果指標の測定方法
③数値
   区分

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
（目標年度）

Ａ
郷土の歴史を学んだ市民の
数

人
文化財の学習活動や郷土
館などの延べ参加（利用）者
数

成り行き値 8,600 8,650 8,700

目標値 8,700 8,800 8,900 9,000 9,100

8,750 8,800 8,850

102% 78% 95%

9,200

実績値 8,323 9,006 6,930 8,529

結果 ○ ○ △ ○

達成率 96%

　６　平成27年度基本事業の成果指標の達成状況及び要因
■「Ａ　郷土の歴史を学んだ市民の数」は、昨年度と比較して1,599人増加したが、目標値を471人下回った。目標値には達しなかったが、実績値が増加
した要因としては、郷土館等において各種イベントを開催したことにより入館者数が増加したものと考えられる。

　３　基本計画期間における基本事業の目標設定の根拠
Ａ　市内史跡めぐりや講演会、特別展の開催など、学ぶ機会を提供し、毎年100人ずつ郷土の歴史を学んだ市民の数を増やすことを目指す。

　４　平成27年度基本事業の取組方針 　５　平成27年度基本事業の取組方針の達成状況

　７　平成28年度基本事業の取組方針 　８　平成29年度に向けた基本事業の課題・方向性
■文化財にこれまで関心をもっていない市民を、一人でも多く「きりしま歴
史散歩」や「郷土館めぐり」などの各種事業に取り込むために、事業のさ
らなる工夫、改善を図る。
■「天降川川筋直し」から350年目を迎えることから、防災なども含む多角
的視点のイベントを開催する。
■石造物などの継続的な調査を実施し、資料の蓄積を行う。

■郷土の歴史に対する市民の関心を高めるために、より工夫を凝らしたイベン
ト等を実施していく。
■石造物などについて引き続き調査を行い、その結果を記録としてまとめ保
存・活用していく。

■市民が郷土の歴史や文化への認識を深め、愛郷心を高揚するととも
に、文化財を大切にする心を持たせるため、史跡めぐりや講演会、企画
展などを行う。
■平成28年度（2016）は「天降川川筋直し」をして350年となることから、
企画展や講演会の実施に向けた準備を行う。
■文化財の記録保存を行うとともに、その成果をハンドブックとして刊行
するための、現地調査を年次的に実施する。

■郷土館における企画展の開催やふるさとの歴史に関する出前講座等を実施
した。
■天降川川筋直し並びに宮内原用水に関する資料収集を行った。
■「古石塔」に関する調査研究を行った。


